
茨城県行方市　久保田雅尚さん

　久保田さんは、茨城県行方市で30年前より、いちごの栽培をしている生産者です。
　いちごは、とても繊細な作物で、病気に対する耐性が少ないので、3～40回も
農薬散布を行うのが一般的です。
　久保田さんは農薬の使用を極力抑え、毎年、県の基準の半分以下の回数に
抑えています。
　また、やむおえず使用する場合も、毒性の強い物や残留性の高い物は使用しない
ようにしています。
　肥料は無化学肥料で、天然由来の有機質肥料を使って育てています。

　「アスカルビー」という品種は、未だあまり知られていませんが、形・味が良く、
果肉が赤く、締まっているのが特徴です。
　出荷はじめの12月ころは酸味が強めで甘酸っぱい味ですが、1～2月ころになると、
甘みがぐっと増してきます。
　関東で育てている生産者は大変少ないのですが、「これは良い品種だ。」と、
栽培を始めたのが、研究熱心な久保田さんです。

　「収穫量より、品質（味など）を重視するよう様に心がけている。」という、久保田さん
の、いちごをご賞味下さい。
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